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GISモデル実証実験

３省連携のプロジェクト

国土交通省，総務省，経済産業省

各種GISデータ流通の促進のために
モデル地区実証実験

データベース利活用実験

平成12年~14年

様々なデータを共有して問題はないか？

民間の作る地図との融合は可能か？



知工科大学　社会システム工学科　 木方隆

データベース利活用実験での成果

各種GISデータ重ね合わせにおける　

不具合の実態 査
道路台帳，国土数値情報， 災情報地図

GISデータフュージョンによる精度向

上についての検討
各種GISデータの複合利用

オルソ画像の生成と利用
分 能 星画像の利用

知工科大学での取り組み



データ形式による不具合

ラスター型とベクター型との違い



データ形式による不具合（その２）

様々な位置情報が

住所標記によるもの

コード化が必要



精度の差による不具合



データフュージョンによる精度の向上

国土数値情報の利用

災情報地図の利用



60%の精度向上



画像処理（エッジ抽出）

河川上のエッジを橋梁候補とする．

画像を用いた橋梁抽出



Hough変換によって線のみ抽出
線の抽出は，極めて良好．

河川情報を元にノイズを除去

約80%の橋梁抽出に成功



オルソ画像の生成
人工 星は，600km以上の上空から

狭い範囲（11km）を撮影

人工 星

航空機

撮影範囲

簡単な式での変換が可能



基準点の取得

地図からの 精度基準点取得は困難

基準点をGPS 止測量によって 測

オルソ画像への変換

線形変換での補正も可能か検討

星画像からオルソ画像を作成する

3次元射影変換

† 

u =
a1x + a2y + a3z + a4
a5x + a6y + a7z +1

† 

v =
b1x + b2y + b3z + b4
a5x + a6y + a7z +1

3次元アフィン変換

† 

u = a1x + a2y + a3z + a4

† 

v = b1x + b2y + b3z + b4

中心投影に基づいた変換式

簡単な線形変換式



共有に適したGISデータ？
汎用性の いデータ仕様
コード化された属性データを持つもの

論理的に定義された情報に基づくもの

例えば道路：中心線，外 線， 区？

メタデータの必要性
測地系，座標系，データ型，精度

国土数値情報や数値地図などは，

極めて汎用性が い



データ管理主体の明確化

責任分 点の明確化

データ流通のしくみ

データの管理・運営

GIS導入目的の明確化

データ 析の必要性

外 委託もありうる．．．地元業者への期待

データ整備コストの削減

データを見るだけなら

フリーウェアも

自治体GISに必要な要素

知県共有型GISの利用



まとめ：データ共有の留意点

属性データの重要性

リンクのための仕組み作り

絶対的な位置精度を求めない

いくら精度を上げても完全に重ならない

画像の積極的な利用
画像は，参照データとして極めて有効


